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発 言 者 発 言 者 の 要 旨 

 

事務局長 

（赤坂千敏君） 

 

 おはようございます。 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 

 着席ください。 

 

西館委員長  改めておはようございます。 

 ただいまの出席委員数は１５人です。 

（松林義光委員は遅れるとの連絡あり） 

 定足数に達しております。ただ、昨日の最終段階では、この定足数、皆さんご

存じのように８名なんですが、９名まで出席議員が減じました。退席あるいは欠

席に際しましては、会議規則とかそれなりの定めがあって、手続、事務局にちゃ

んとしてくださればなと思いますので、よろしくお願いします。 

 定足数に達しておりますので、直ちに予算特別委員会を再開いたします。 

 

 （開会時刻 午前１０時０１分） 

 

西館委員長  一昨日に引き続き予算特別委員会を開きます。 

 一昨日までは一般会計の歳出第９款までの審査が終了しております。 

 したがいまして、本日は、一般会計の歳出第１０款教育費からの審査となりま

す。 

 議員及び町当局の皆様へお願い申し上げます。 

 円滑な議事運営を図るため、質疑は簡明とし関連質疑は最小限にとどめるよう

にお願いいたしますとこの口述書には書いてあるけれど、関連質疑だと思えば私

止めます。一昨日までの運営では、特に止める要素はなかったので続けました。

これに関しては、そういうことですので、私も注意しますし、皆さんもよろしく

お願いいたします。 

 

西館委員長  ここで学務課長より答弁漏れを訂正したい、発言したいと申出がありますの

で、発言を許します。 

 学務課長。 

 

学務課長 

（柏崎和紀君） 

 おはようございます。 

 それではお時間をいただきまして、お答えさせていただきたいと思います。 
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 ３月１０日の当委員会における一般会計歳入の審査において、平野委員からの

学校給食費の滞納繰越分について、小学校と中学校それぞれの滞納世帯と人数は

とのご質問をいただきましたが、現在のその対象者は延べ人数でありますが、小

学校分が１６世帯２３人分、中学校分では２４世帯３３人分となります。また、

同項目における答弁の中で、児童扶養手当の中からも納付いただいている方もい

る旨の答弁をいたしましたが、正しくは児童手当からの納付の誤りでございまし

た。訂正させていただくとともに、あわせてその場に答弁をできずにおわびを申

し上げたいと思います。大変申し訳ございませんでした。 

 

西館委員長  これより議案の審査に入ります。 

 それでは、第１０款教育費から第１３款予備費までの質疑を受けます。 

 説明書１０１ページから１２１ページです。 

 質疑ありませんか。ありませんか。 

 澤上委員。 

 

澤上 訓委員  澤上です。 

 私からは２点ほどお伺いします。 

 まず１点は、いちょうマラソン、予算計上されております。これは私自身が感

じたのは、社会教育・体育課、非常に前向きに前へ進もうとしている意気込みだ

なと私は感じました。 

 このいちょうマラソンの今回の進め方というか、内容を少しお伺いしたいと思

います。 

 それから２点目。 

 スポーツ賞、それから教育奨励賞等の表彰関係なんですけれども、ここ２年間

コロナということで表彰はなかったんですけれども、私考えてみますと、中学生

は３年、高校生は３年というような、そういう状況下の中で１年、１年というの

は、非常に重いものがあるなと。表彰式は何とかやってあげられれば一番いいん

じゃないかなという思いでおりました。 

 そこのところを新年度にはどういう考えを持っているのかをお伺いしたいと

思います。 

 

西館委員長  社会教育・体育課長。 

 

社会教育・体育課長 

（松山公士君） 

 澤上委員の質問にお答えいたします。 

 １点目のいちょうマラソン大会の来年度の内容についてでございますが、今考
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えているのは、町民限定でコースも根岸堤を周回する形のコースを考えておりま

した。それでいくと、令和元年度にやったときには町民の皆様２３０名参加して

おりまして、今回どの程度になるか分からないんですが、そういう形でちょっと

規模を縮小して開催したいと考えておりました。正式には来週、実行委員会を開

催して決めたいと思っております。 

 以上です。 

 

西館委員長  教育長。 

 

教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 表彰式のことについて、お答えをいたします。 

 今年度の表彰式は、考え方としてなるべくやる方向では検討はしていたんです

けれども、小中学校を取り巻く状況を考えて一堂に小中学生を集めることはやっ

ぱり断念しました。 

 というのは、今年度、最近近くになってそうですけれども、実際に小中学生、

ＰＣＲ検査まで進んでいる子が結構いましたので、あるいはそこまでいかなくて

も保護者、家族がＰＣＲ検査を行ったり、濃厚接触者になったりしているケース

が結構あったものですから、受験を控えたり卒業式を控えたりするこの時期に、

一堂に集めるのをちょっと断念しました。 

 ただし、小中高生については校長先生に学校で表彰の場面をつくってほっしい

というお願いをすると同時に、一般の方々はそういう場面がなかなかつくれない

ということもあって、集まってもらい今年は実施しました。 

 次年度は、何とかまたコロナの状況を見ながらでも小中高含めて実施したいと

いう考えで、現時点ではおります。 

 以上です。 

 

西館委員長  澤上 訓委員。 

 

澤上 訓委員  澤上です。 

 まず、マラソンについては規模を縮小してということですので、町民が対象と

いうことを今伺いました。 

 去年もやっていないんだな。おととし、さきおととしまで町民の参加人数とい

うのが、どのぐらいだったのかもお聞きしたいと思います。 

 それからもう１点。 

 やっぱりコロナ禍ということで、非常にコロナ予防ということでいろんな対策

を考えてやると思うんですけれども、今回どの程度までの大会開催に当たっての
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予防を行うのかということで、その内容もお知らせいただければと思います。 

 それから、表彰の関係ですけれども、確かに表彰は１００人超えたりとか、そ

ういう方々がたくさん集まるということで、状況を考えたりすれば非常にやりた

いけれどもやりづらいなという、そういう考え方にもなるのも分かります。これ

を、私はできれば２回に分けても、人数を少し制限してでもやってあげたほうが

いいんじゃないかなという思いでいたんですよ。やっぱり子供たちもどうしても

その年、１年過ぎればまた次の年ということになりますんで、その次の年に果た

してまた同じ成績を出せるのかとか、そういう１年、１年が勝負かかっている年

なんじゃないのかなと。自信をつけていく年なんじゃないのかなという思いでい

ますので、その辺のところの考え方をお聞かせいただければと思います。 

 

西館委員長  教育長。 

 

教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 表彰式については、議員提案のとおり、そのことも含めてまた検討を進めさせ

ていただきたいと思います。何とかそういう形でも考えてはいきたいなと思って

いました。 

 以上です。 

 

西館委員長  社会教育・体育課長。 

 

社会教育・体育課長 

（松山公士君） 

 それでは、１点目のまずは令和元年度の町民の参加人数ですけれども、先ほど

もお話しさせていただきました、２３０人が来ておりました。 

 ２点目のコロナ対策ですが、問診票を事前に健康チェックしたものを提出して

もらう。当日は、もちろん体温等を計って、３密を避けるように、観客とかも一

定程度離してと考えておりましたので、そういった対策をしながら何とか子供た

ちのためにというか、町民の中で走りたい方が大勢いるものと思っておりますの

で、何とか開催したいと思っておりました。 

 以上です。 

 

西館委員長  澤上委員。 

 

澤上 訓委員  澤上です。 

 表彰に関しては、そこの判断、非常に難しい部分もあろうかと思いますけれど

も、できるだけそういう子供たちにも喜びを与えてあげられるような、やっぱり

表彰とかというのがただ送られてきたというのと、そこで表彰を受けるというの
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の違いというのは、もう大幅に分かるだろうと思いますので、何とかそういう部

分を克服してぜひ実現してほしいなと思っております。 

 それから、マラソンですけれども、２００人から３００人の規模になると。大

分縮小されますけれども、それでも私はいいなと。 

 というのは、やっぱり町外とか、県外は分からないですけれども、町外にもこ

ういうコロナ禍の中でも前に進めようということで、おいらせ町は頑張っている

んだなと、そういう気持ちを各地域の人たちもみんな思いながら、いろいろ予防

をしながら取り組んでいくということが大事なことだなと思います。大変なこと

だろうと思いますけれども、もし紛れていればこれはしようがない話になります

ので、その辺のところは十分に気をつけながら対策して頑張ってもらいたいと思

っております。 

 以上です。 

 

西館委員長  ほかにありませんか。 

 馬場委員。 

 

馬場正治委員  ３番、馬場です。 

 １１９ページの５項３目学校給食運営費の中の、次のページの一番最後、学校

給食費補助金３６９万１，０００円の使い道について、教えてください。 

 

西館委員長  学務課長。 

 

学務課長 

（柏崎和紀君） 

 それでは、お答えいたします。 

 こちらは、当町学校給食費の無料化をやっておりますが、町内に通学している

子供たちはそのまま無料なんですけれども、町外に、例えば三本木附属中学校で

あったり養護学校であったり、通っている方がいますので、そこには給食費をた

だにするということができませんので、それ相当分の補助金を出しているという

形になります。 

 以上です。 

 

西館委員長  ほかにありませんか。 

 山委員。 

 

山 忠委員  同じく１１９ページで、５項保健体育費の中の区分が需用費の中の給食材料費

なんですが、１億２，０００万円ぐらい使われているわけですけれども、この中
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に地元産のものがどれだけ使われているのかというのは、分かったら教えていた

だきたいなと思うんですけれども。 

 

西館委員長  学務課長。 

 

学務課長 

（柏崎和紀君） 

 それでは、お答えいたします。 

 主に地元産で使っているのが、お米あるいはみそ、キノコ、野菜、大根、キャ

ベツ、ニンジンとかその時期に応じてなんですけれども、地元産、要するにおい

らせ町産だと使用料ベースで１２％程度、全体の、金額ベースでいくと８．５％

程度。これを県内産まで広げますと、使用料でいくと５６％程度、金額ベースで

は４４％くらい全体の金額の中で、今年度、令和２年度の割合ですけれども、そ

れくらいの割合で県内産、地元産を使っております。 

 以上です。 

 

西館委員長  山委員。 

 

山 忠委員  山です。 

 今、いろいろ食育とかそういう問題もあるし、また農家の消費量の関係がちょ

っと落ちてきているということなので、できれば地元産のものを使っていただい

て、幾らかでも農家の生活の足しにしていただきたい。または、子供たちに地元

産のものを食べさせて、食育をやっていただければなと、そう思っていました。 

 以上です。 

 

西館委員長  教育長。 

 

教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 おっしゃるとおり、そういう考え方で進めていきたいなと思っていましたの

で、よろしくどうぞお願いいたします。 

 なお、追加でお話ししますが、米、全て１００％地元産を使っているというこ

とです。 

 以上です。 

 

西館委員長  平野委員。 

 

平野敏彦委員  おはようございます。 

 私１点、質問させていただきます。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－９－ 

 １１９ページ、今、給食のほうが出ていますけれども、全国学校給食週間のと

ころで特色ある給食ということで、八戸は肉みそあんかけ麺とか、それから五戸

は豚肉汁、三沢はバイキング、七戸、東北町はシジミ汁、十和田、六戸はナガイ

モ、田子は田子牛丼とかという特色あるメニューが紹介されてありますけれど

も、今の質疑を見ますと、地元産をそれぞれ１２％使用しているんだということ

ですけれども、米の場合の１００％というのは、おいらせ町産の１００％なのか、

それとも県内の出荷が、米の場合は一元化されていますから、おいらせ産だけや

るというのは、ちょっとここのところ私疑問に思ったんですけれども、ここの部

分と、せっかく地元の野菜とかそういうのを使っているというのだったら、１つ

はこれがメインだというものの、さっき紹介したようなおいらせ町の給食の特色

がここですよというものがこれからつくられていくのかどうか、この点だけお聞

かせいただきます。 

 

西館委員長  教育長。 

 

教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 米のところでお答えいたします。 

 米は全ておいらせ町産の米を使っています。学校給食会を通して納入してもら

うんですが、学校給食会への要望も出せるということで、おいらせ町の米を使い

たいということを申し出るとおいらせ町産の米を納入してくれるというシステ

ムになっていますので。 

 

西館委員長  学務課長。 

 

学務課長 

（柏崎和紀君） 

 それではお答えいたします。 

 給食の特色ということですけれども、当町で、例えば先ほどおっしゃった田子

であれば田子牛の何々というメニューに限定したという形での取組はございま

せんけれども、その都度おいらせ町産の野菜なりを使ったときには、そういった

ことで説明するとか、あとは学校給食だよりなんかを出してその中で栄養素、あ

るいはこれは今回はこういう形でおいらせ町産を使っていますといった児童生

徒に食育の部分で周知を図っております。 

 また、昨年度、漁協さんのご協力をいただいて、サケとかをやるとか、そうい

ったときにサケ汁とかを出すとかということでおいらせ町産のサケを使って、サ

ケ汁がおいらせ町の郷土料理となるかと言われると、まだそこまでこちらも把握

はできていないんですが、そういった形でその場、その場、そのとき、そのとき

で子供たちに食育の場面でそういったことを伝えております。 
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 以上です。 

 

西館委員長  平野委員。 

 

平野敏彦委員  そういう形で取組をしていることは、理解をいたします。できれば他の自治体

にも、この新聞にも載っていますけれども、誇れるような一つのこれというもの

の１品か２品を売りにしてやってもらえれば評価も違ってくると思いますので、

ぜひ今後検討していただきますよう要望して終わります。 

 

西館委員長  ほかに質疑ありませんか。 

 田中委員。 

 

田中正一委員  田中です。 

 教育費のところ、１１８ページの１２節の委託料のところなんですけれども、

町民プール管理業務委託料となっておりますけれども、これ８５０万円、これ何

人分でどう使ったのか、ちょっと教えていただければと思います。 

 

西館委員長  社会教育・体育課長。 

 

社会教育・体育課長 

（松山公士君） 

 田中委員のご質問にお答えいたします。 

 町民プールの管理業務委託料でございますが、内容としては管理、監視、清掃、

消防設備の点検ですとか自動ドアの点検等あるんですが、６月から９月まで開館

しておりまして、その業務委託として、大体常時４人ぐらいがスタッフとして対

応しておりますが、その業務委託の金額が８５０万３，０００円ということでご

ざいます。 

 以上です。（「分かりました」の声あり） 

 

西館委員長  ほかに質疑ありませんか。ありませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

西館委員長  なしと認め、第１０款から第１３款までの質疑を終わります。 

 以上で、歳出の質疑を終わります。 

 

西館委員長  次に、給与費明細書から地方消費税交付金の充当に関する資料までの質疑を受

けます。 

 説明書１２３ページから１３７ページです。 
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 質疑ございませんか。ありませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

西館委員長  なしと認め、給与費明細書から地方消費税交付金の充当に関する資料までの質

疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に対する反対者の討論を許します。 

 討論ありませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

西館委員長  なしと認め、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することにご異議あり

ませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

西館委員長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することに決

しました。 

 暫時休憩いたします。 

 （休憩 午前１０時２２分） 

澤上（訓）副委員長  休憩前に引き続き、会議に入ります。 

 委員長に代わり、副委員長が議事進行を行います。 

 （再開 午前１０時２５分） 

澤上（訓）副委員長  それでは、議案第３０号、令和３年度おいらせ町国民健康保険特別会計予算に

ついてを審査いたします。 

 当局の説明を求めます。 

 町民課長。 

 

町民課長 

（澤頭則光君） 

 それでは、議案第３０号についてご説明申し上げます。 

 議案書は１６４ページから１６７ページをご覧ください。 

 本案は、歳入歳出予算の総額を２４億８，１８７万４，０００円と定めるもの

で、前年度比５，００７万２，０００円、２．０％の減となっております。 

 歳入歳出の主なものについてご説明申し上げますので、別冊特別会計予算に関

する説明書の９ページをご覧ください。 

 まず、歳出についてご説明申し上げます。 

 ９ページ、１款総務費の主なものは、１項１目一般管理費の職員人件費及び１

１ページ、２項２目滞納処分費の県市町村総合事務組合徴税費負担金でありま
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す。 

 １２ページをご覧ください。 

 ２款保険給付費の主なものは、１項療養諸費が１４億１，５８０万９，０００

で、前年度比１．４％の減。 

 １３ページ、２項高額療養費が２億１，５３０万円で、前年度比１０．９％の

増となっており、いずれも１人当たりの医療費の伸びを見込み計上したものであ

ります。 

 １５ページをご覧ください。 

 ３款国民健康保険事業費納付金は１項医療給付費分が４億８，０６８万３，０

００円で、前年度比１１％の減、２項後期高齢者支援金分が１億７，１９７万１，

０００円で、前年度比３．８％の減、３項介護納付金分が９，４６５万６，００

０円で、前年度比３０．８％の増となっております。 

 １６ページをご覧ください。 

 ５款保健事業費の主なものは、１項特定健康診査等事業費の特定健康診査委託

料及び２項保健事業費の人間ドック委託料であります。 

 続きまして、歳入についてご説明申し上げますので、３ページをご覧ください。 

 ３ページから４ページにかけてあります１款国民健康保険税は４億９，７１２

万７，０００円で、被保険者数の減少に伴い、付加総額の減少を見込むとともに、

コロナ禍による徴収率の伸びを勘案し、前年度比５，１４４万５，０００円、９．

４％の減となっております。 

 ５ページをご覧ください。 

 ４款県支出金は１６億５，２７３万５，０００円、前年度比０．１％の減で、

普通交付金が主なものであります。 

 ５ページから６ページになりますが、６款繰入金は１項一般会計繰入金が２億

２，６７９万８，０００円、前年度比３．９％の増、２項基金繰入金は歳入歳出

財源調整のため９，７４９万２，０００円を計上しております。 

 以上で説明を終わります。 

 

澤上（訓）副委員長  説明が終わりました。 

 これより、歳入歳出全般についての質疑を行います。 

 質疑は事項別明細書により行います。 

 特別会計予算に関する説明書、３ページから２７ページになります。 

 質疑ございませんか。 

 ８番平野委員。 
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平野敏彦委員  ８番です。 

 １点お伺いします。 

 ４ページの国民健康保険税のところで、今課長から説明あったんですけれど

も、保険者数の減とコロナ禍の影響によってトータルで５，１４４万５，０００

円が前年度より減っているということですけれども、保険者数が増えるのは分か

るんだけれども、減になっている理由は何なのか、ひとつ。 

 それから、やっぱりコロナによって、税務課長が説明したように税収が減って

当然跳ね返りがあるわけですけれども、これらというのは相当のコロナの影響と

いうのは受けるんですか。国の補塡とかそういうのは全然見込めないのですか。 

 この２点だけお願いします。 

 

澤上（訓）副委員長  町民課長。 

 

町民課長 

（澤頭則光君） 

 ただいまの質問にお答えいたします。 

 被保険者数が減しているという主な理由２点ほどあります。 

 小規模事業者でも社会保険にしてくださいという流れがありますので、そちら

に多少流れている部分があります。 

 もう一つ大きな理由といたしましては、単純に後期高齢者に７５歳になると移

行します。その方たちの率がちょっとやっぱり高まりつつありますので、単純に

被保険者数が下がってきているという状況となっております。 

 以上です。 

 

澤上（訓）副委員長  税務課長。 

 

税務課長 

（福田輝雄君） 

 コロナ禍の影響の部分につきましては、先ほど委員がおっしゃったとおり、徴

税等につきましても、町民、住民税のマイナスで積算させていただいております。 

 単純にイコールではないんですけれども、やはり自営業者等が国民健康保険に

つきましては、加入者として多いですので、そこの部分もある程度加味した形で

の減少になっているものがあります。 

 以上です。 

 

澤上（訓）副委員長  よろしいですか。 

 その他、質疑ございませんか。 

 澤上委員。 
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澤上 勝委員  ２番、澤上です。 

 ２点確認。 

 まず、本会計からの繰入れでありますけれども、多分みんな根拠があって繰入

れをしていると思うので、その確認と、繰入れの中で６番のその他の一般会計か

らの繰入金の根拠がどうなっているのか、そこの部分の説明。 

 それから、給与費明細書の２６ページです。特別会計は全部目を通したらそう

なんですけれども、期末手当と定年退職の率が本会計と違うわけですけれども、

この説明をお願いします。 

 

澤上（訓）副委員長  町民課長。 

 

町民課長 

（澤頭則光君） 

 ただいまの質問にお答えいたします。 

 ページが５ページ、６款繰入金です。各項目の算定根拠なるものということで

すが、まずちょっと簡単に１つずつご説明いたしますと、５ページ目の一般会計

繰入金、こちらはここに書いているとおり、職員給与費等の繰入金です。こちら

は１００％町から繰入れとなっております。 

 それから、６ページ目、出産・育児一時金繰入金になります。こちらはルール

で町の算定分というのが決まっておりまして、こちらはかかった費用の３分の２

繰り入れるという内容になっております。 

 それから、続きまして３節財政安定化支援事業繰入金。こちらもルールござい

ます。こちらは、簡単に言いますと、普通交付税の中に基準財政需要額というも

のが算定されております。その算定された需要額のうち、８割分繰り入れるとい

う中身になっておりますので、その分を計算して繰り入れた内容になっておりま

す。 

 それから、４節保険基盤安定繰入金、保険税軽減分になります。こちらもルー

ルがございまして、簡単に説明しますと、保険税を軽減した総額を基礎として金

額が算定されているものとなっております。ちょっと詳細な算定方法は結構複雑

なので、省略したいと思いますが、概要を説明すると、国保税には現在軽減措置

というものが取られております。例えば、前年中の所得合計金額が３３万円以下

であれば、低所得の部類、このような方たちには税の算定中に均等割と平等割が

ありますが、これが７割軽減されるという形となっておりますので、この軽減部

分を保険基盤安定繰入金ということで算入しているものであります。財源として

は、県が４分の３、町が４分の１を負担しているものとなります。 

 それから、５節保険基盤安定繰入金、保険者支援分になります。こちら５，３

００万円繰り入れているものですが、こちらもルールがございます。詳細な算定
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方法は先ほどと同じく複雑であるため省略しますが、概要は保険税の軽減対象者

の一般被保険者数に応じ、平均保険税の一定割合を公費で補塡し、低所得者の多

い保険者を支援するというものになっております。財源といたしましては、国が

２分の１、県が４分の１、町が４分の１を負担して繰り入れているというものに

なっております。 

 それから最後、その他６節の一般会計繰入金になります。こちらの内容は、特

定健康診査委託料というのが歳出で出てきます。町の早朝健診とかというものが

対象経費になるんですけれども、そういう委託に係る費用の町の負担金分という

ものになっております。こちらは、県の負担金がこちらに出てきませんが、３分

の２補助がありますので、残りの３分の１を町が負担しているものとなっており

ます。 

 以上になります。 

 

澤上（訓）副委員長  総務課長。 

 

総務課長 

（西舘道幸君） 

 お答えします。 

 一般会計の資料が数値が小数点以下が表示されていないということだと思い

ますので、正しくはこちらの記載の特別会計の支給率になるということで、訂正

させていただきたいと思います。 

 以上です。 

 

澤上（訓）副委員長  澤上委員。 

 

澤上 勝委員  後の総務課長の訂正ということは、本会計の原本を訂正ということですか。こ

ちらの特別会計を訂正するということですか。（「特別会計」の声あり） 

 分かりました。これが限度額ということですね、退職金等については、違うの

かな。 

 正規の服務規定からいけば、どっちが本当というか。端数がつかないような気

がするんですが、まず１つ。 

 それからあと、繰入れの根拠、全部、すみません、詳しく教えていただいて。

ただ、私が思うのは、本会計、潤沢に予算が今厳しいのが現実でありますから。

特別会計の基金を見ますと、４億何ぼあるわけですね。そういう観念で本会計か

らあまり出さない方法を検討するのも一つの私は財政だと思うんですけれども、

その辺、財政課長はどうですか。 

 その２点。 
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澤上（訓）副委員長  財政管財課長。 

 

財政管財課長 

（岡本啓一君） 

 お答えします。 

 一般会計から特別会計に対するこの繰出金全般につきましては、まず基本的に

は一定のルールに基づいて拠出するものでありまして、ですので、一般会計から

の負担を抑えたいということであれば、ちょっとなかなか受益者に負担していた

だくか、経費を削減していただくといったような、この２つの観点からの取組が

必要になろうと思いますので、ただし、委員ご指摘の部分については、いろんな

特別会計全般に共通する考え方だなと思いましたので、町としてもそのような考

え方を常に念頭に置きまして、財政運営に当たっていきたいなと思います。 

 以上です。 

 

澤上（訓）副委員長  総務課長。 

 

総務課長 

（西舘道幸君） 

 澤上委員のご質問の件でしたけれども、期末手当とか退職手当の率の関係です

けれども、ほかのページでも小数点以下が表示されていない部分がございました

ので、再度確認した上で回答したいと思いますので、申し訳ありませんけれども、

お時間いただければと思います。 

 

澤上（訓）副委員長  澤上委員。 

 

澤上 勝委員  財政課長が言いましたけれども、私も特別会計並びに基金のある５４億円近く

あるわけですよね。本家そのものが苦しいとき、かまどが潤沢に、失礼ながら、

私の見る目では金がある。これはいかがなものかなと思って。これは町で決め方

によっては、繰り出しを少なくする方法はあるし、受益者負担をわざわざ多くし

なくても基金を多少なりとも使っていけばいいと思うんです。どうしてもならな

いときは、本家から多く繰り出してもらえばいいんだし、そういうやはりやりく

りも長い目で検討するべきだということで、提案しておきます。 

 以上。 

 

澤上（訓）副委員長  馬場委員。 

 

馬場正治委員  ３番、馬場です。 

 私は１点。 
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 先ほど平野委員に質問に対する答弁で税務課長も答弁されましたけれども、健

康保険税の減収の要因です。被保険者の減少、これは分かります。ただ、コロナ

禍による影響というのはどうも漠然としていて分からないんです。 

 というのは、この健康保険税はコロナ禍になる前の収入に基づいて課税されて

いるはずなんですよね。だから、影響があったということはコロナによって解雇

された人が何人かいるとか、パートタイムで働いていた人が仕事を辞めさせられ

て収入がなくなったから払えなくなったとか、そういうことを何か具体的な説明

をしていただきたいと思います。 

 

澤上（訓）副委員長  税務課長。 

 

税務課長 

（福田輝雄君） 

 ちょっと一つだけ確認でした。 

 新年度予算ですので、昨年の１月から１２月までの収入を見込むという形にな

りますので、コロナ前のものの収入という形にはちょっとならないのかなと思い

ますが、そこのところ確認させていただきたいと思います。 

 

澤上（訓）副委員長  馬場委員。 

 

馬場正治委員  そうしますと、新年度予算案ですので、コロナの影響が見込まれるので５，１

４４万６，０００円の減収を見込んだと、被保険者の減少も併せてですけれども。 

 コロナ禍による影響をどれぐらい見ているのか、何割ぐらい、この中で、教え

てください。 

 

澤上（訓）副委員長  税務課長。 

 

税務課長 

（福田輝雄君） 

 すみません、具体的な数字という形にはちょっとなれないので、大変申し訳ご

ざいません。 

 前々日も住民税でちょっとお話をした部分がありました。住民税で自営業者の

部分を住民税につきましては、ある程度営業所得で２割程度住民税は割合を決め

て減収を推定して見込んだというお話をさせていただきました。 

 国民健康保険に加入されている方で、自営業者の方がどのぐらいという割合は

ちょっと出すことができないので、新年度予算を積算する１１月の段階で、その

前の年との比較を出した上で、積算上で計算しておりましたので、割合的につき

ましてはちょっと今、すぐ出せる資料なくて申し訳ないんですけれども、その前

の年との減少率の比較も併せながら推定して積算をしたところになっておりま
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した。ちゃんとした何パーセントという形でお示しできなことは、大変申し訳な

いんですけれども、そういう形での加味をしているということでご理解いただけ

ればと思います。 

 

澤上（訓）副委員長  山委員。 

 

山 忠委員  山です。 

 ちょっと教えてほしいんですけれども、どこで聞けばいいのかちょっと分から

ない面もあるんですけれども、後期高齢者の医療を病院に行って受けたときの負

担の関係が、今までは１割であったものが。 

 

澤上（訓）副委員長  山委員、後期高齢者が後半にありますので。（「後半なの、じゃあ失礼しまし

た」の声あり） 

 その他、質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

澤上（訓）副委員長  なしと認め、歳入歳出全般についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に反対する者の討論を許します。 

 討論ありませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

澤上（訓）副委員長  なしと認め、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することにご異議

ありませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

澤上（訓）副委員長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することに決

しました。 

 次に、議案第３１号、令和３年度おいらせ町奨学資金貸付事業特別会計予算に

ついてを審査いたします。 

 当局の説明を求めます。 

 学務課長。 

 

学務課長 

（柏崎和紀君） 

 それでは、議案第３１号についてご説明申し上げます。 

 議案書の１６８ページから１７０ページ、予算に関する説明書の３１ページか
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ら３９ページをご覧ください。 

 本事業は、奨学資金の貸付けを通して有用な人材の育成を図るために運営して

いるものです。 

 編成しました予算の総額は、歳入歳出それぞれ１，７９１万４，０００円で、

前年度比１１１万３，０００円、率にして６．６％の増となりました。 

 その主な内容についてですが、説明書の３５ページをご覧ください。 

 歳出におきましては、１款１項１目奨学資金貸付事業費の２０節奨学資金貸付

金として継続分及び新規分を合わせて１，６３６万円、２４節基金積立金に１５

０万４，０００円を計上しています。 

 次に、それらに伴う歳入については、ページが戻りまして３３ページをご覧く

ださい。 

 ３款１項１目ふるさと応援寄附金を含む一般会計繰入金に１５４万９，０００

円。 

 次に、３４ページ、３款２項１目奨学基金繰入金に３７９万５，０００円。 

 ５款１項１目奨学資金貸付金収入に１，２５６万５，０００円を計上していま

す。 

 なお、当年度の貸付者は継続１９人、新規１９人を見込んでいます。 

 以上で説明を終わります。 

 

澤上（訓）副委員長  説明が終わりました。 

 これより、歳入歳出全般についての質疑を行います。 

 質疑は事項別明細書により行います。 

 説明書３３ページから３７ページになります。 

 質疑ございませんか。 

 平野委員。 

 

平野敏彦委員  今説明ですと、継続貸付者１９人、新規が１９名。この中で、３４ページのと

ころですけれども、奨学金貸付金収入が１，２５１万５，０００円予算計上され

ております。 

 その下に、滞納繰越５万円予算計上しておりますけれども、大体今現在、滞納

がどのぐらいの金額になっているのか、お知らせをいただきたいと思います。 

 それと、猶予もあったと思うんですけれども、償還猶予する期間とかそういう

のがあったらお知らせいただきたいと思います。 

 

澤上（訓）副委員長  学務課長。 
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学務課長 

（柏崎和紀君） 

 お答えいたします。 

 まず、今年度の滞納繰越額２３４万１，０００円でございました、当初でござ

います。 

 ２月末現在で３０万８，０００円収入がございますので、２０３万３，０００

円が今のところ残っているという形になります。 

 ただ、今年度分はまた今の収入状況ですので、これより増えるのかなという予

測をしております。ちょっと納めるのが厳しいという方がいらっしゃいますの

で、若干残るんではないのかなという予測をしております。 

 そのほかの猶予ということでございましたが、貸付けを終わって１年間猶予を

置いた後に、要するに２年後、就職なりして２年後から償還を始めるという形に

なっております。 

 以上です。 

 

澤上（訓）副委員長  平野委員。 

 

平野敏彦委員  １年間の猶予というのは、これは最初からのルールなわけですね。ですから、

今コロナ禍によって卒業しても職に就けない、なかなか厳しい非正規も今は厳し

いそうです。そういう中で１年間で職を見つけて償還できる状況を整えるという

のは、なかなか大変だという声があるんですよ。そういう意味で猶予の見直しを

して期間延長するとか、新たな方法を検討しているかどうかということを聞いて

いるわけです。 

 

澤上（訓）副委員長  学務課長。 

 

学務課長 

（柏崎和紀君） 

 お答えいたします。 

 今現在、制度として何年猶予するといった明確な規定はございませんが、その

都度、今の場合でも、例えば今年度本当は納めなきゃならないといった方もいま

すけれども、そういった事情を考慮してご本人あるいは連帯保証人の方もいます

ので、そういった方々と話し合いながら正規の金額でない分納でお願いしますと

か、ちょっとここまで待ってくださいといった個々に対応はさせていただいてい

るところでございます。 

 以上です。 

 

澤上（訓）副委員長  平野委員。 
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平野敏彦委員  個々の対応というのは、結局その都度来て、ちゃんと説明して書類作って、保

証人もあるわけですから、そういうのがあって、私は例えば１年間は据置きがあ

るわけですね、返還の。それから、例えば３年なら３年以内で事情があってこう

いう形で償還しますよということをやったほうが、制度としてちゃんと確立した

ほうが私は奨学金を受けている人も限界だとここまでだなというのが分かると

思うんですけれども、その都度じゃあ事情が変わったら何回も行かなければなら

ないのかというのもありますし、やっぱり行政ですから、そういうものをきちん

と制度として確立して貸与するほうにも説明しておいたほうがいいと思うんで

すが、どうでしょう。 

 

澤上（訓）副委員長  学務課長。 

 

学務課長 

（柏崎和紀君） 

 お答えいたします。 

 平野委員のおっしゃることも当然分かりますけれども、やはり人それぞれ違っ

て通常に返せる方もいるので、やっぱりそういう方が今多くなってくれば改めて

検討はしたいと思いますが、今現在であれば数名ということなので、やはり個々

に。 

 書類のやり取りに関しましても、当然県外等にいた場合には郵送でやり取り、

聞き取りとかして、あるいは事情を確認するような資料を頂いてやっております

ので、そこの部分はこれまでどおり、今のまま個々の状況に応じた聞き取り等を

しながら対応をさせていただきたいなと。 

 また、平野委員おっしゃったとおり、今後増えるようであればやはりそこは全

体の制度として改めて設計し直さなきゃならないのかなと考えております。 

 以上です。 

 

澤上（訓）副委員長  ほかに質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

澤上（訓）副委員長  なしと認め、歳入最出全般についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に対する反対する者の討論を許します。 

 討論ありませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

澤上（訓）副委員長  なしと認め、討論を終わります。 

 お諮りします。 
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 本案は原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することにご異議あり

ませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

澤上（訓）副委員長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することに決

しました。 

 それでは、ここで１１時１０分まで１５分間休憩します。 

 （休憩 午前１０時５６分） 

澤上（訓）副委員長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 （再開 午前１１時１０分） 

澤上（訓）副委員長  ここで総務課長より発言したいとの申入れがありましたので、発言を許しま

す。 

 総務課長。 

 

総務課長 

（西舘道幸君） 

 先ほど澤上 勝委員からご質問がありました手当等の率の関係のことでござ

いますけれども、正しくは個々の特別会計の２６、２７ページにあります期末勤

勉手当であれば小数点以下の数字がついた支給率４．２５０、本年度ですね。と

いう形で、小数点以下の数字がつくのが正しい数値ということになりますので、

一般会計及び他の特別会計のところでも小数点以下の表示がなされていない部

分がございましたので、後日、正誤表をお渡しするということでご了解いただき

たいと思います。 

 大変申し訳ございませんでした。 

 

澤上（訓）副委員長  次に、議案第３２号、令和３年度おいらせ町公共下水道事業特別会計予算につ

いてを審査いたします。 

 当局の説明を求めます。 

 地域整備課長。 

 

地域整備課長 

（泉山裕一君） 

 それでは、議案第３２号についてご説明申し上げます。 

 議案書の１７１ページから１７５ページをご覧ください。 

 予算の総額を１０億５，０５６万９，０００円とし、前年度と比較しますと１

１２万１，０００円、０．１％の増となっております。 

 なお、第２表債務負担行為につきましては、２件の事業について債務負担行為

の期間、限度額を定め、また第３表地方債につきましては、４件の事業について

起債の限度額、方法、利率、償還方法を定めたものであります。 
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 別冊の補正予算に関する説明書の４１ページから４６ページをご覧ください。 

 その主な内容といたしましては、歳出では４８ページ、１款総務費では１２節

公営企業会計法適用移行業務委託料１，４７１万４，０００円、１８節馬淵川流

域下水道維持管理負担金１億２，４２７万５，０００円。 

 ４９ページ、２６節消費税２，０８９万９，０００円を。 

 ２款事業費では、１４節汚水ます設置等の整備工事費１，５００万円、老朽化

対策としてマンホールポンプ制御盤等の更新工事費１，７２３万８，０００円。 

 ５０ページ、１８節馬淵川流域下水道事業費負担金４，６６２万６，０００円

を。 

 ３款公債費では町債償還元金６億５，００７万５，０００円。町債償還利子８，

６６６万２，０００円を計上し。 

 歳入では、ページが戻りまして４３ページ、２款使用料及び手数料では公共下

水道使用料１億４，４００万円。 

 ４５ページ、４款繰入金では一般会計からの繰入金６億３，２７３万８，００

０円。公共下水道事業整備基金繰入金２，４６６万６，０００円を。 

 ４６ページ、７款町債では事業債２億４，７３０万円を計上しております。 

 以上で説明を終わります。 

 

澤上（訓）副委員長  説明が終わりました。 

 これより、歳入歳出全般についての質疑を行います。 

 質疑は事項別明細書により行います。 

 説明書４３ページから５９ページになります。 

 質疑ございませんか。 

 澤上委員。 

 

澤上 勝委員  澤上です。 

 ５０ページ、負担金及び補助交付金４，６６２万６，０００円ですよね。これ

がおいらせ町、八戸、五戸、六戸、３町１市での負担割合だということで解釈し

てましたけれども、その中でおいらせ町が４０．９％の負担率になっていると思

いますけれども、あと八戸、五戸、六戸が幾らずつになっているのか、ひとつ聞

きます。 

 そして、４８ページの負担金、補助金及び交付金、これも同じ率で仕組みとし

てなっているのか、お伺いします。 

 最後に、これが３町１市ですから料金が全部同じだという解釈でよろしいの

か、その辺をお願いしますとともに、協議する機関はあるということでよろしい
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のか。 

 それ、よろしくお願いします。 

 

澤上（訓）副委員長  地域整備課長。 

 

地域整備課長 

（泉山裕一君） 

 まず、一番最初に馬淵川流域下水道事業費の負担金になります。そちらの負担

率をお知らせいたします。おいらせ町は委員おっしゃるとおり４０．９％、八戸

市は２２．５％、六戸町は１８．３％、五戸町は１８．３％になります。 

 先に負担率だけお知らせしますので、続きまして、ちょっとお待ちください。 

 申し訳ございません。次、維持管理費負担金になります。こちらなんですけれ

ども、こちらの、申し訳ございません、負担割合ではなくて、見込みの下水道量

の使用量、立米数で行っております。 

 まず、立米数をお知らせいたしますと、八戸市が３５２万立米、六戸町が３０

万９，０００立米、おいらせ町が１１１万７，０００立米、五戸町が３８万立米

です。これを基にして計算いたしました負担金の総額から、この計画水量ごとの

比率を出して行っております。 

 次に、負担金等の金額が一律かどうかというお話だったと思います。 

 負担金に対しての考え方が事業負担金と維持管理負担金が若干ちょっと違っ

てまして、ご説明しますけれども、もし分からないならば再度またご質問してい

ただければ。 

 先ほど汚水量で行いました維持管理負担金の場合は、六戸八戸幹線等から馬淵

川の浄化センターまで向かう管が通っております。それを、つまり構成市町村、

六戸町、おいらせ町、八戸市も一部入るんですけれども、こちらで各々の町がど

のぐらいの汚水量を使うのかというのを量っておりますので、その量った量に伴

って案分をかけております。 

 次、事業費の負担金なんですけれども、こちらに関して見れば、４，６６２万

５，０００円になります。こちらの場合は、浄化槽の場合は、計画汚水量、各地

域構成市町の計画に出している汚水量がございます。その汚水量に伴って案分を

するのが一つ。 

 次、管渠の場合は、時間当たりの最大汚水量に処理場までの距離を掛けてます。

これが管渠の出し方です。 

 もう一つがポンプ場がございます。ポンプ場は時間最大の汚水量によって、

各々３つの種別によって計算式が分かれてきます。 

 これらを計算した後に、この３つのものを計算した負担金を昭和４６年度から

現在まで負担した額で調整をしております。 
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 ですから、現在のおいらせ町の負担割合が大きいというのは、八戸市さんが事

前にかなりの負担割合を払っているもので、八戸さんの比率のほうが低くて、逆

においらせ町はもともとから負担割合が少なく払っているもので、今こういう形

で少し大きく影響が出てきているという形になります。 

 あと、協議するところなんですけれども、そちらは県がこちらの浄化センター

の下水道自体管理しておりますので、構成市町村集まって県も含めて、県が音頭

を取りながら進めておりますので、協議をする場合はきっちりそういう協議会が

ございます。その中で行っております。 

 以上になります。 

 

澤上（訓）副委員長  澤上委員。 

 

澤上 勝委員  すみません、ご丁寧な説明ありがとうございました。 

 あとは、当町の場合の使用料は、何というか、今の金額が何年続いているのか。

今後、この改正する見込みがあるのか、その検討しているのか。 

 その２点だけお願いします。 

 

澤上（訓）副委員長  地域整備課長。 

 

地域整備課長 

（泉山裕一君） 

 申し訳ございません。今の使用料がいつからこの使用料になっているのかはち

ょっと把握はしておりません。 

 この使用料自体が今後何か上げることを検討しているのかといいますと、検討

を行っております。今年度も検討を行いまして、また結果がちょっと出せていま

せんので、来年度も引き続き検討をしますが、ある程度こちらの案がまとまりま

したら、議員の皆さんにもお知らせしたいと思います。 

 以上になります。 

 

澤上（訓）副委員長  よろしいですか。 

 その他、質疑ございませんか。 

 松林委員。 

 

松林義光委員  委員長、勝手な質問しますので、悪かったらすぐ止めてください。 

 泉山課長、話を聞くと定年前、３月３１日をもちまして勇退するそうでありま

す。百石町民のために、おいらせ町民のために、一生懸命頑張ってきたと思いま

す。大変長い間ご苦労さんでございました。そして、今後は健康に留意いたしま
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して、一町民としておいらせ町のために力を貸していただければ幸いでありま

す。 

 次に、１点だけ質問させてください。 

 ４９ページ、工事請負費、下水道整備工事費１，５００万円。それから、下水

道更新工事費１，７００万円あまり。この事業内容についてお伺いいたします。 

 

澤上（訓）副委員長  地域整備課長。 

 

地域整備課長 

（泉山裕一君） 

 まず最初に、下水道整備工事費になります。１，５００万円になりますけれど

も、こちらに関しては、一番大きい工事というのは、汚水ますの設置工事になり

ます。新しく公共下水道で宅地が、家を建てますということで、そこに汚水ます

がない場合、そちらを設置するという形になりますけれども、それを大体３０か

所見込んでおります。それが一番大きい金額になっております。 

 それ以外の部分というのは、若干調整した金額ですので、主な内容は、このま

すの設置というのが主になります。 

 続きまして、更新工事費になります。 

 更新工事費に関して見ると、現在、高田のマンホールポンプ場の制御盤を、こ

れを１面更新したいと思っております。こちらが大体７００万円程度見込んでお

ります。 

 次、深沢のマンホールポンプ、こちらはこのポンプ自体を更新するという形に

なります。こちらは、約９００万円弱ぐらいを見込んでおります。 

 そのほかのものというのは、マンホール用で、今後マンホールの蓋を交換した

りなんだりするための蓋を購入するというか、更新するための工事費というのを

若干取っております。 

 以上になります。 

 

澤上（訓）副委員長  松林委員。 

 

松林義光委員  分かりました。要するに、新たな整備工事ではないと。汚水ますも３０か所と

か、それから高田地区、深沢地区のマンホールの更新ということであります。 

 分かりました。もう財源がないから北部地区も下水道の整備は断念しておりま

す。今後は、前にも説明はあったと思いますけれども、今後において下水道の整

備、新たな整備工事はないと、このように思っても結構でございますか。 

 

澤上（訓）副委員長  地域整備課長。 
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地域整備課長 

（泉山裕一君） 

 正直お話しいたしまして、今現在、維持管理して更新していくのだけで多分手

いっぱいになっておりますので、新たに新しい管を敷設するとかというのは、今

現在考えておりません。 

 以上になります。 

 

澤上（訓）副委員長  よろしいですか。（「はい」の声あり） 

 その他、質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

澤上（訓）副委員長  なしと認め、歳入歳出全般についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に反対する者の討論を許します。 

 討論ありませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

澤上（訓）副委員長  なしと認め、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することにご異議あ

りませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

澤上（訓）副委員長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することに決

しました。 

 次に、議案第３３号、令和３年度おいらせ町農業集落排水事業特別会計予算に

ついてを審査いたします。 

 当局の説明を求めます。 

 地域整備課長。 

 

地域整備課長 

（泉山裕一君） 

 それでは、議案第３３号についてご説明申し上げます。 

 議案書の１７６ページから１８０ページをご覧ください。 

 予算の総額を１億４，２８２万９，０００円とし、前年度と比較しますと１，

１５０万６，０００円、８．８％の増となっております。 

 なお、第２表債務負担行為につきましては、２件の事業について債務負担行為

の期間、限度額を定め、また第３表地方債につきましては、３件の事業について

起債の限度額、方法、利率、償還方法を定めたものであります。 

 別冊の補正予算に関する説明書の６３ページから８３ページをご覧ください。 
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 その主な内容としては、歳出では、６９ページ、１款総務費では１２節公営企

業会計法適用移行業務委託料４８８万２，０００円。 

 ７０ページ、古間木山地区処理施設維持管理業務委託料１，５７２万円を。 

 ２款事業費では、１２節農業集落排水処理施設機能強化対策実施設計業務委託

料４２０万円。住吉地区下水道管移設工事実施設計業務委託料８６６万１，００

０円。 

 ７１ページ、１４節老朽化対策としてのマンホールポンプ制御盤等の更新工事

費を８０７万３，０００円を。 

 ３款公債費では、町債償還元金６，９１９万３，０００円。町債償還利子７２

８万１，０００円を計上し。 

 歳入では、６５ページ、２款使用料及び手数料では下水道使用料２，８７０万

円を。 

 ６６ページ、３款国庫支出金では農山漁村地域整備交付金２００万円。 

 ６７ページ、５款繰入金では一般会計からの繰入金６，３６２万３，０００円。

農業集落排水事業整備基金繰入金５１１万１，０００円を。 

 ６８ページ、８款町債では事業債４，３３０万円を計上しております。 

 以上で説明を終わります。 

 

澤上（訓）副委員長  説明が終わりました。 

 これより、歳入歳出全般についての質疑を行います。 

 質疑は事項別明細書により行います。 

 説明書６５ページから８１ページになります。 

 質疑ございませんか。 

 澤上委員。 

 

澤上 勝委員  澤上です。 

 １点のみ。 

 ６９ページ、一般管理費の中の、今、企業会計に移行するためにということで

４８８万２，０００円、さっきの下水道も１，０００何ぼ計上されているけれど

も、安くないなと思って見てますけれども、企業会計、ただＰＬ、ＢＳ、損益、

貸借だけやると思うんですけれども、その辺ソフトを買うということなのか、中

身をちょっとお知らせ願います。 

 

澤上（訓）副委員長  地域整備課長。 
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地域整備課長 

（泉山裕一君） 

 この中身になりますけれども、大きくは２つの業務委託を頼むことになりま

す。 

 まず一つは、固定資産調査の業務委託になります。こちらの固定資産に関して

は、令和３年度だけで終わりませんので、次また新たに予算を取って令和４年度

の続けるような形になります。 

 もう一つが、移行支援の業務委託という形になります。こちらも同じ形で、令

和５年度まで移行支援は毎年年度を取って続けるという形になるんですけれど

も、金額的に大きいものに関して見れば、固定資産税の調査がかなり大きくなっ

ておりまして、全般的なものを全部調べ上げるというのがございます。下水道自

体が実際行われて、下水道自体で今特別会計を持っているものに関して、全部の

年度のやつのものを調べた上で、固定資産とか観光地なんかの位置の確認とかと

いうことで、全部のものを一回これを何年間かかけて調べるという形になってい

ますので、かなり委託料的には高めになっておりますが、私どもも実際に見積り

取った価格で予算要求しておりますので、今業者さんの見積りを信じて予算とし

て上げております。 

 以上になります。 

 

澤上（訓）副委員長  澤上委員。 

 

澤上 勝委員  一つ、これから入札してもっと価格が下がるという確認でよろしいでしょう

か。 

 

澤上（訓）副委員長  地域整備課長。 

 

地域整備課長 

（泉山裕一君） 

 これから、もちろん入札かけて行いますので、どこまで下がるかは分かりませ

んけれども、それは入札の結果になると思います。 

 以上になります。（「了解」の声あり） 

 

澤上（訓）副委員長  そのほか質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

澤上（訓）副委員長  なしと認め、歳入歳出全般についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に反対する者の討論を許します。 

 討論ありませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 
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澤上（訓）副委員長  なしと認め、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することにご異議あ

りませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

澤上（訓）副委員長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することに決

しました。 

 次に、議案第３４号、令和３年度おいらせ町介護保険特別会計予算についてを

審査いたします。 

 当局の説明を求めます。 

 介護福祉課長。 

 

介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 議案第３４号についてご説明申し上げます。 

 議案書の１８１ページから１８５ページ、別冊の特別会計予算に関する説明書

の８５ページから１１５ページになります。 

 本案は、歳入歳出予算の総額を２３億５，４５６万６，０００円と定めるもの

で、前年度比３，８５８万２，０００円、１．７％の増となっております。 

 初めに歳出の主なものについてご説明をいたしますので、予算に関する説明書

の９４ページをご覧ください。 

 １款総務費の主なものは、１項総務管理費に１２人分の職員人件費等を計上し

ております。 

 次に、９８ページ、９９ページをご覧ください。 

 ２款保険給付費の主なものは、１項介護サービス等諸費に１９億７，６１０万

円を計上、前年度比３，４５０万円、１．８％増となっております。 

 １０１ページから１０２ページをご覧ください。 

 ３款地域支援事業費の主なものは、１項介護予防生活支援サービス事業費に

５，３７９万１，０００円を計上、前年度比２８６万５，０００円、５．１％減

となっております。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、ページを戻っていただき８７

ページをお開きください。 

 １款保険料は５億４５１万３，０００円で、前年度比３５３万８，０００円、

０．７％減となっております。 

 ３款国庫支出金は、１項１目介護給付費負担金に３億９，７９１万６，０００

円を計上。 
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 ８８ページ、２項国庫補助金は１億４９５万２，０００円で、調整交付金及び

地域支援事業交付金等を計上しております。 

 ４款支払基金交付金は、１項１目介護給付費交付金に５億８，３３０万８，０

００円を計上しております。 

 ８９ページ、５款県支出金は１項１目介護給付費負担金に３億４２１万３，０

００円を計上しております。 

 ９０ページから９１ページ、７款繰入金は、１項一般会計繰入金に４億６６０

万６，０００円を計上しております。 

 以上で説明を終わります。 

 

澤上（訓）副委員長  説明が終わりました。 

 これより、歳入歳出全般についての質疑を行います。 

 質疑は事項別明細書により行います。 

 説明書８７ページから１１５ページになります。 

 質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

澤上（訓）副委員長  なしと認め、歳入歳出全般についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に反対する者の討論を許します。 

 討論ありませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

澤上（訓）副委員長  なしと認め、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することにご異議あ

りませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

澤上（訓）副委員長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することに決

しました。 

 次に、議案第３５号、令和３年度おいらせ町後期高齢者医療特別会計予算につ

いてを審査いたします。 

 当局の説明を求めます。 

 町民課長。 

 

町民課長  それでは、議案第３５号についてご説明申し上げます。 
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（澤頭則光君）  議案書の１８６ページから１８８ページをご覧ください。 

 本案は、歳入歳出予算の総額を２億２，２１７万１，０００円と定めるもので、

前年度比９２３万８，０００円、４．３％の増となっております。 

 歳入歳出の主なものについてご説明申し上げますので、別冊特別会計予算に関

する説明書の１２５ページをご覧ください。 

 歳出の主な内容につきまして、２款後期高齢者医療広域連合納付金２億１，９

９２万６，０００円で、前年度比４．５％の増であります。これは広域連合共通

経費負担金、保険基盤安定負担金及び保険料負担金等を納付するものでありま

す。 

 続きまして、歳入についてご説明申し上げますので、１２１ページをご覧くだ

さい。 

 歳入の主な内容につきましては、１款後期高齢者医療保険料が１億４，７３８

万３，０００円で、前年度比１０．２％の増。 

 ３款繰入金が７，４３４万５，０００円で、前年度比５．６％の減であります。 

 以上で説明を終わります。 

 

澤上（訓）副委員長  説明が終わりました。 

 これより、歳入歳出全般についての質疑を行います。 

 説明書１２１ページから１２７ページになります。 

 質疑ございませんか。 

 山委員。 

 

山 忠委員  山です。 

 さっきは失礼しました。 

 ここでもどういう質問をすればいいのか、ちょっと分からない面もあるので教

えていただきたいと思うんですが、後期高齢者の医療負担なんですけれども、病

院での医療負担なんですけれども、普通１割負担となっているんですけれども、

それが去年から所得によって３割負担になった、それもあると思うんです。それ

らも加味して収入が多くなっているのかなとも思いますけれども、そのほかに３

割負担になった人以外にもっと所得が少し中間的な人を２割負担にするんだと

いうことのそれらが新聞紙上で出てましたんですけれども、それらの絡みのとこ

ろもちょっと教えていただければなと思います。 

 

澤上（訓）副委員長  町民課長。 
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町民課長 

（澤頭則光君） 

 ただいまの 山委員の質問にお答えいたします。 

 山委員おっしゃるとおり、今現行は通常は１割、７５歳以上の高齢者の方は

病院で払う窓口負担が１割負担。３割負担というのもありまして、現役世代並み

の所得がある方については、３割負担という今現状になっております。 

 一応、新聞紙上で皆さんも少し見てご存じの部分もあるかと思いますが、２割

負担にしていきましょうということが新聞紙上でニュース化されております。 

 そこの部分については、実はちょっと町民課では詳細な内容までは実は把握し

ておりません。新聞紙上の情報だけになっております。 

 それによりますと、まず年収２００万円以上で７５歳以上の部分の病院に払う

窓口負担、年収２００万円の方は２割負担としていくということになっているよ

うです。 

 開始時期が令和４年度、その時期もまだ新聞紙上では決まっていないというこ

とになっております。 

 状況によりますと、今国会で審議され決定されるようなニュースの内容になっ

ておりました。今後については、恐らく推測ですが、国会で法案が通れば当課に

も情報が流れてくると思います。今後のスケジュール、内容ですね、そういう形

になると思いますので、ちょっと当課で詳細の内容を把握できていないというこ

ともご理解いただければなと思います。 

 よろしくお願いします。 

 

澤上（訓）副委員長  山委員。 

 

山 忠委員  分かりました。 

 ちょっとだけ教えてほしいんですけれども、今の後期高齢者の中でおいらせ町

で３割負担をしている人の人数というのを把握、何人ぐらいいるものなのか、そ

れを教えてもらうことできますか。 

 

澤上（訓）副委員長  町民課長。 

 

町民課長 

（澤頭則光君） 

 先ほど言った３割負担、現役並みの所得のある方ですね。すみません、正確な

数字じゃないんですけれども、押さえている数字があります。 

 ７５歳以上の方、少々お待ちください、すみません。 

 大体になります。約３，０００人ちょっと、７５歳以上の人口があるんですけ

れども、その約１００人程度、約３％程度、現役世代ということになります。た

だ、ちょっとざっくりで試算している内容になっていましたので、その辺ちょっ
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とご理解いただければなと思います。 

 以上です。 

 

澤上（訓）副委員長  山委員。 

 

山 忠委員  分かりました。 

 ということは、高齢者であっても現役のそれとして働いてくれている人たち

が、そういうふうに１００人ぐらいいるということなので、これからどんどん高

齢化していっても働ける人も増えてくるんだと考えればいいのかなと、そう思っ

ていました。 

 ありがとうございました。 

 

澤上（訓）副委員長  その他、質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

澤上（訓）副委員長  なしと認め、歳入歳出全般についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に反対する者の討論を許します。 

 討論ありませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

澤上（訓）副委員長  なしと認め、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することにご異議あ

りませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

澤上（訓）副委員長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することに決

しました。 

 次に、議案第３６号、令和３年度おいらせ町病院事業会計予算についてを審査

いたします。 

 当局の説明を求めます。 

 病院事務長。 

 

病院事務長 

（田中貴重君） 

 それでは、議案第３６号についてご説明を申し上げます。 

 議案書の１８９ページから１９１ページになります。 

 本予算の第２条業務予定量のうち、年間延べ患者数の入院では２万１，０００
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人、外来では３万４００人を、１日平均患者数の入院では５７．５人、外来では

１２５．６人を見込んだ結果、第３条の収益的収入及び支出の予定額を１０億７

０９万２，０００円、医療器械等購入費、企業債元金償還金ほかを見込んだ第４

条の資本的支出の予定額を４，９９３万３,０００円とし、収入額が支出額に対し

て不足する１，４８５万２，０００円は、当年度分損益勘定留保資金で補槇する

こととし、第５条では、医療器械購入に係る起債の目的など限度額を２，２１０

万円とします。第６条では、一時借入金の限度額を５，０００万円に定め、第７

条と第８条では、予算流用に関すること、第９条では、棚卸資産の購入限度額を

１億２，９００万円に定めるものです。 

 続きまして、予算の主な内容についてご説明を申し上げます。 

 別冊、公営企業会計予算に関する説明書１３３ページをお開きください。 

 収益的収入の１項医業収益では、１目入院収益に患者見込数２万１，０００人、

患者１人当たりの収入見込額を２万９，０００円と見込み、６億９００万円を、

２目外来収益で患者見込数を３万４００人、患者１人当たり収入見込額を６，７

００円と見込み、２億３６８万円を計上しております。３目その他医業収益では、

事業所健診、各種予防接種料等の公衆衛生生活活動収益に３，１８６万２，００

０円、救急医療の確保に要する経費等として、一般会計からの繰入金を他会計負

担金に４，４２７万円を計上しております。 

 １３４ページをご覧ください。 

 ２項医業外収入では、共済追加費用の負担に要する経費や児童手当に要する経

費等として、一般会計からの繰入金を、２目他会計補助金に２，９０１万４，０

００円を、高度医療に要する経費、不採算地区病院に要する経費等として、４目

他会計負担金に６，９８８万２，０００円を計上しております。 

 次に、１３５ページをご覧ください。 

 ８目長期前受金戻入では、国庫補助金等に係る減価償却分８８４万８，０００

円を収益化しております。 

 次に、１３６ページをご覧ください。 

 収益的支出の１項１目では、職員及び会計年度任用職員の給与費のほか非常勤

医師の報酬を、１３７ページでは６月の賞与支給分として賞与引当金繰入金に

２，９３８万１，０００円、法定福利費引当金繰入金に５６６万７，０００円を

計上し、２目材料費及び３目経費ではそれぞれの必要額を計上したほか、１４２

ページでは、未収金に法定繰入率１０００分の６を適用した額として、１８節に

貸倒引当金繰入額６８万９，０００円を計上しております。４目減価償却費では、

建物及び器械備品等の償却費に５，６４９万５，０００円を計上しております。 

 １４４ページをお開きください。 
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 １４４ページでは、修学資金貸付金貸倒引当金として、２項医業外費用の５目

長期貸付金貸倒引当金２名分として２４０万円を計上しております。 

 次に、資本的収入になります。 

 １４５ページをご覧ください。 

 医療器械整備などのために企業債２，５１０万円及び企業債償還元金等に対す

る一般会計出資金９９８万円を計上しております。 

 １４６ページの支出では、１項１目建設改良費に医療器械等の購入費２，２１

６万２，０００円を、２目工事費に自動ドア改修等工事費に３５１万１，０００

円、２項企業債償還金には企業債元金償還金に１，９４６万円を計上し、３項投

資その他の資産として修学資金貸付金８４０万円を計上しております。 

 その結果、１４５ページで示すとおり、収入額が支出に対して不足する１，４

８５万２，０００円は、当年度分損益勘定留保資金で補塡するものであります。 

 次に、１４７ページ、１４８ページをお開きください。 

 病院事業会計予算フロー計算書で、貸借対照表上の前期と当期の差額と損益資

本予算書からの数値が示されております。 

 １４９ページから１５４ページは、病院職員等の給与費等を示しております。 

 １５５ページから１５７ページは、令和３年度の予定貸借対照表となります。 

 １５８ページから１５９ページでは、令和２年度予定損益計算書。 

 １６０ページから１６２ページは、令和２年度予定貸借対照表となっておりま

す。 

 最後に、１６３ページです。 

 重要な会計方針に係る事項として、予定貸借対照表に係る注記表を示しており

ます。 

 説明の訂正をいたします。説明の中で１４６ページの長期貸付金４８０万円を

８４０万円と説明しました。訂正でございます。 

 以上で説明を終わります。 

 

澤上（訓）副委員長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 本案については、説明書と議案書により、一括で質疑を行います。 

 説明書１３３ページから１６３ページ、議案書１８９ページから１９１ページ

になります。 

 質疑ございませんか。 

 馬場委員。 
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馬場正治委員  馬場です。 

 １点だけ。 

 今、課長から訂正があったところの１４６ページですけれども、説明書の。投

資その他の資産の修学資金貸付金となっておりますけれども、私、修学資金とい

う言葉、なかなか聞いたことがないんですが、奨学資金だと分かるんですけれど

も、この修学資金とはどういうものなのか、ご説明いただきたいと思います。 

 

澤上（訓）副委員長  病院事務長。 

 

病院事務長 

（田中貴重君） 

 手元にちょっと資料を持ち合わせておりませんが、たしか以前確認したところ

によりますと、修学資金につきましては、勉学に励んでそれを達成した暁でその

条件に見合う、例えば病院に職員として採用して、その一定期間いれば返さなく

てもいいということが修学資金で、奨学資金はたしか学業とか終わった後に返済

するというものがたしか奨学資金であったと思います。 

 以上です。 

 

澤上（訓）副委員長  馬場委員。 

 

馬場正治委員  今の答弁ではどうもあやふやな答弁ですので、奨学資金と修学資金の定義につ

いて、後日でもいいですから書面でもいいですから、お知らせいただきたいと思

います。 

 

澤上（訓）副委員長  よろしいですか。 

 その他、質疑ございませんか。 

 平野委員。 

 

平野敏彦委員  私は２点。 

 １２３ページの営業収益のところですけれども、今事務長が説明した入院平均

では１日平均５７．５人、外来では１日１２５．６人。これ医師５名で割ってみ

ると、入院で１人１１．５人、外来で１日２５人。他の病院と比べて、非常に医

師の診療する患者が少ないんじゃないかなと思います。 

 外来患者の絶対数そのものが少ないから、こういう形になっているのか、少な

くても外来の場合は医師１人、この倍の５０人ぐらいの体制ができないと補正予

算でも事務長の説明があったように、資金不足生じるわけです。やはり医師の給

料そのものも私は他の自治体病院に比べても低くないと記憶しておりますので、
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その辺を少し改善して医師の担当する、医師が診療するそれぞれの入院、外来に

ついての人数を上げていくという形で院内で取り組んでほしいと思います。 

 それから、１４６ページ、今馬場委員が質問しましたけれども、修学資金の貸

付金ですけれども、これについては２名、月に１０万円掛ける１２か月の２名と

いうことで、これは多分地元おいらせ町の方だと思いますけれども、現在これか

ら新年度で対象になっているのか、現在も対象になっているのか、ちょっとこの

中身をお知らせいただきたいと思います。 

 以上です。 

 

澤上（訓）副委員長  病院事務長。 

 

病院事務長 

（田中貴重君） 

 それでは、１点目のご質問にお答えをいたします。 

 医師に対しての入院患者また外来患者、１人当たりの人数というか、担当患者

数が少ないのではないかということでございます。 

 確かにおっしゃるとおりでございますけれども、今手元に平成元年度のほかの

市町村の自治体病院のがありまして、ちょっと確認してみましたら、どこの病院

と申し上げられませんけれども、医師１人当たりの入院患者についてはここの病

院では８．６人、外来患者については１６．１人。もう一つの資料を見ますと、

医師１人に対して１０．９人、外来は１７．８人ということでございますので、

近い数値ではありますけれども、確かに少ないことも挙げられますので、今年度

も来年度もそうですけれども、病院に来るような方策を講じながら、例えばこれ

から行われる新型コロナワクチンの接種とかそういうことで病院に足を運んで

もらって、新規患者を取り入れていくという、公衆衛生等で取り入れていくとい

う努力はしてまいりたいなと考えております。 

 それと、修学資金でございますが、２人の方につきましては、当町の方ではご

ざいません。三沢の方と青森の方です。過去においては、おいらせ町の方がいら

っしゃいましたけれども、今現在は貸付けを終えておりまして、今後の病院に将

来的に手を挙げるかどうかというところがまだはっきりしておりませんけれど

も、そういう方が過去にいらして、今は町外の方２名に修学資金を支給している

ということでございます。 

 以上であります。 

 

澤上（訓）副委員長  平野委員。 

 

平野敏彦委員  営業収益については、低いのは事務長も理解をしておりますから、今言ったよ
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うに、公衆衛生活動とかそういうものにいろんな医師が関わりをすることによっ

て患者の確保策が生まれてくると思います。 

 私はこのままですと、累積の欠損金がまた増えてくるんではないかと心配して

いますので、この辺町長も開設者ですからですから、機会を見てそういう議会の

事情等も報告してもらえれば、医師も少しはそういう気持ちが強くなるんじゃな

いかと思いますので、要望しておきます。 

 それから、長期貸付けの場合、この２人については三沢、青森ということで、

卒業して研修が県病なりそういう部分である一定期間終えれば、この償還を免除

する方向とすれば、たしか５年を過ぎれば地元に帰ってくるのかな。そういう要

件があったと思うんです。そしてまた、国保おいらせ病院で１０年なら１０年以

上勤務すれば償還が免除されるという規定があったと思うんですけれども、この

２名についてもそうすると同じような形で国保病院である一定期間働くという

ことになりますか。 

 先般、新聞に出てましたけれども、おいらせ病院には従事、弘大で卒業したの

が、今現在、たしかおいらせ町出身で、三沢市民病院で研修を受けている医師が

あるということで確認してますけれども、この三沢で勤めている医師も必ずおい

らせ病院に勤務する、そういう意思の確認をしているかどうかも確認したいと思

います。 

 

澤上（訓）副委員長  病院事務長。 

 

病院事務長 

（田中貴重君） 

 それでは、平野委員のご質問にお答えいたします。 

 まず、免除の対象については医師免許取得後１０年以内に病院に勤務しなかっ

た場合は返還という形になりますので、医師の免許１０年以内に当院に勤務した

場合は免除になるという形になります。 

 それと、今、三沢市民病院ではなくて十和田中央病院に移っているかと思いま

すけれども、そこの母親が当病院に勤務しておりますので、母親とか父親も私と

同級生でありますので、そういう形を取りながらアプローチをしているところで

はあります。ただ、正式にはこちらに来るという返事はいただいておりません。 

 以上であります。 

 

平野敏彦委員  今、貸付けしている２名についても同じような条件で。 

 

病院事務長  修学制度につきましては、条件は同じですので、医師の免許取得後１０年とい

うところがめどになりますので、１０年を超えた場合につきましては、当院に勤
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務できない場合は修学資金を回収するというのか、うちで償還するという形にな

ります。 

 以上になります。 

 

澤上（訓）副委員長  平野委員、よろしいですか。（「はい」の声あり） 

 その他、質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

澤上（訓）副委員長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに原案に反対する者の討論を許します。 

 討論ありませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

澤上（訓）副委員長  なしと認め、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することにご異議あ

りませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

澤上（訓）副委員長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することに決

しました。 

 以上で、予算特別委員会に付託されました議案第２９号から議案第３６号まで

の８議案の審査は全て終了いたしました。 

 これで会議を閉じます。 

 

澤上（訓）副委員長  一言お礼を申し上げます。 

 予算特別委員会の議案の審査と議事進行につきましては、私、今回初めてとい

うことで大変戸惑いながらもやってましたけれども、皆様方のご協力によりまし

て、無事終えることができました。 

 心からお礼を申し上げます。ありがとうございました。 

 

澤上（訓）副委員長  以上をもちまして、予算特別委員会を閉会いたします。 

 

 （閉会時刻 午後 ０時０８分） 

 

事務局長  修礼を行いますので、ご起立を願います。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－４１－ 

（赤坂千敏君）  礼。 

  
    



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－４２－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議の経過を記載し、その相違ないことを証するためにここに署名する。 

 

 

 

 

 

令和 ３ 年 ５ 月２０日 

 

予算特別委員長   平 野  敏 彦      

 

 

 

 


